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 一般会計補正予算（第５号）修正動議
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力を合わせて！
～びわのかげ保育所運動会～



　平成 25 年第３回定例会を９月 20 日から 30 日までの 11 日間の会期で開催しました。
　町からは、条例改正４件、平成 24 年度決算認定８件、補正予算７件、その他議案・報告等 10 件、
追加議案（補正予算）１件の議案が提出されました。
　また、議員からは、議長に対する不信任決議が、さらに平成 25 年度南会津町一般会計補正予算（第
５号）に対する修正動議が提出されるなど、白熱した議論が展開されました。

義務的経費

人件費

扶助費

公債費

投資的経費

補助事業費

単独事業費

県営事業負担金など

災害復旧事業費

その他の経費

物件費

維持補修費

補助費等

積立金

投資及び出資金・貸付金

繰出金

自主財源

町税

繰入金

繰越金

諸収入

依存財源

地方譲与税

各種交付金

地方交付税

国庫支出金

県支出金

町債

自主財源
18.4％

町税
15億3,784万円

繰入金
1億1,957万円

繰越金
5億4,523万円

諸収入など
5億896万円

地方譲与税
1億8,152万円

各種交付金
2億3,076万円

地方交付税
72億4,319万円

国庫支出金
10億1,079万円

県支出金
22億8,230万円

町債
12億2,200万円

投資的経費
17.2％

その他の経費
41.7％

人件費
21億1,286万円

扶助費
20億362万円

公債費
17億5,089万円

補助事業費
13億8,315万円

単独事業費
5億5,287万円

県営事業負担金など
4,433万円

災害復旧事業費
4億7,646万円

物件費
16億843万円

出資金など
7,000万円

維持補修費
5億2,130万円

補助費など
16億736万円

積立金
9億6,286万円

繰出金
11億4,916万円

一般会計歳入
148億

8,216万円

一般会計歳出
142億

4,329万円

一般会計の歳出額は、
性質別に表しています。

依存財源
81.6％

義務的経費
41.1％

９ 月 定 例 会
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会  計  名 歳　入 歳　出 差　引
　 国 民 健 康 保 険 　 22 億 7,396 万円 21 億 9,283 万円 8,113 万円

後 期 高 齢 者 医 療 2 億 1,217 万円 2 億 1,174 万円 43 万円
介 護 保 険 17 億 2,426 万円 17 億 1,738 万円 688 万円
農 林 業 集 落 排 水 事 業 1 億 5,319 万円 1 億 4,881 万円 438 万円
公 共 下 水 道 事 業 3 億 5,042 万円 3 億 3,463 万円 1,579 万円
簡 易 水 道 事 業 5 億 6,774 万円 5 億 5,247 万円 1,527 万円

企業会計 収　入 支　出 差　引

水道事業会計
収益的収支 1 億 4,357 万円 1 億 3,330 万円 1,027 万円
資本的収支 1,800 万円 9,736 万円 △ 7,936 万円

特
別
会
計

項　目 平成 24 年度 平成 23 年度 解　説

財政力指数
（３カ年平均） 0.223 0.226

町の仕事に必要な経費をどのくらい自力で賄
えるかを表す数値で、「１」に近いほど財政が
豊かといえる。

標準財政規模 91億9,760万円 89億6,6923万円 町の標準的な仕事に必要な経費の額

経常収支比率 83.8 86.3
町税や地方交付税などの収入が、経常的な支
出（給与・借金返済）にどのくらい使われた
かを示す数値で、小さいほど自由に使えるお
金が多い。

実質公債費率
（３カ年平均） 09.0 10.6

標準財政規模に対する借金返済の割合で、18％
を超えると、新たに借金をするときに許可が必
要になるなど制限が付く。

将来負担比率 36.2 47.4
将来負担しなければならない借金などが、標
準財政規模に対してどのくらいあるかを表す
数値

主
な
財
政
指
数

決
算
審
査
の
報
告

木
下
光
廣

代
表
監
査
委
員

渡
部
勝
善

監
査
委
員

楠　

正
次

監
査
委
員

　審査に付された関係書類は、いずれも関係法令に準拠して

作成され、その計数は誤りのないものであり、予算の執行及

び財政運営状況はおおむね適正なものと認められます。

　自主財源である町税等は、未納額が依然として発生してい

る状況ではありますが、平成 22 年度、平成 23 年度と比較す

ると、平成 24 年度の未納額は格段に減少しており、職員の努

力の成果が表れています。今後も町民負担の公平性の確保と

受益者負担の原則から、未納対策などで収納率の向上に取り

組んでいく必要があります。

　平成 24 年度の財政指数は、健全財政に向けた改善のあとが

みられますが、普通交付税などの減少や人口減少により、財

政の見通しがますます厳しくなっていることから、限られた

財源の効率・効果的な活用を念頭に置き、町民の立場に立っ

た安全で安心して暮らせる町の実現に向け、行財政改革をさ

らに推進する必要があります。

９ 月 定 例 会
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提 案 理 由 の 説 明　　提出者　高野  精一  議員

議　案　名

採
決
結
果

大
桃　

英
樹

湯
田　

良
一

室
井　

嘉
吉

室
井　
　

実

湯
田　
　

哲

渡
部　
　

優

楠　
　

正
次

高
野　

精
一

山
内　
　

政

渡
部　

忠
雄

湯
田　

秀
春

星　

登
志
一

阿
久
津
梅
夫

五
十
嵐　

司

大
竹　

幸
一

芳
賀
沼
順
一

議長不信任決議 否 ● ● 〇 ● ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 ● ● ● 〇 除

※副議長は、議長に代わり議事を進行したため採決に参加しません。

採決結果の見方：可＝可決　否＝否決　同＝同意
表 決 の 見 方：〇＝賛成　●＝反対　棄＝棄権
　　　　　　　　除＝利害関係があるため審議・採決から除く

　①については、議長の立場から執行部との調整役
を担ったものであり、このまま保育所建設を進める
ことで、議会が混乱するのではとの考えからです。
　この調整は私は良い方に捉えており、中立性が保
たれていないという問題ではありません。
　②については、芳賀沼君は明確に離党しています。
議長だからと言って政治活動を拘束する法律などは
なく、議長不信任の理由とはいえません。
　③については、やむを得ず本会議を欠席する議員
もいるなかで、欠席の許可を認めることは議長の権
限外であり理由にはなりません。欠席理由を述べる
必要はなく、届出のみでよいのです。
　提案理由のすべてが、議長不信任の理由にはなら
ないことから反対します。

理　由 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

① 議長としての中立性
が 保 た れ て い な い

議長は、伊南保育所に関する予算の取り下げを執行部に要請するなど、議長としての議事整
理の中立性が保たれているとは言い難い。

② 党 員 活 動 の 継 続 所属政党を離党すると公言しながら、党ホームページに党員として掲載され続けていること
は、党員活動の継続が明確である。

③ 本 会 議 軽 視 27 日の本会議に１番議員の欠席を許可したことは、本会議軽視にあたると考えられる。

反　対 賛　成

　議長不信任というものは、議員全員が責任を持っ
て承認したうえで提出すべきであり、確たる裏付け
がなければ提案できないほど重要な提案だと伺って
きた。
　提案者の説明を聞くと、さらに詳しく内容の濃い
ものにしなければならず、単に提出すればよいとい
うものではありません。
　②については、旧田島町議会でも所属政党を離党
して議長に就任した方もいましたが、実際は離党後
も党費は納めており、その点は規則などで定めてお
らず、議員間での協議の結果、仕方がないとしたこ
ともありました。
　③については、本件の場合は議会運営委員会に付
して、議員個人の懲罰等を提案するものであります。
　これらを含め、議長不信任を軽々しく提案すべき
ものでないので反対します。

　芳賀沼君は円満解決に向け行動したもので、所属
政党も離党しており、議員の欠席も議員本人の行動
です。
　私は、芳賀沼君を議長に選出した立場から、この
提案には反対します。

渡部 優 議員

　不信任理由の中で、①は大変重要であると思います。
　今議会では皆さんご存知のように、伊南保育所建
設をめぐり山内議員からは問題がある、楠議員から
は早急に進めるべきとの一般質問があったなかで、
議長が執行部に対して議案を取り下げてはどうかと
提案したと聞いております。
　このことは、本来中立的な立場であれば、極めて
拮抗している状況のなかで一方を重視するようなこ
とはあってはなりません。
　さらに、②③についても問題があるので賛成します。

　議長選の際に、所属政党を離党し中立の立場で議
会運営にあたると表明し、芳賀沼君が議長に当選し
たことを鮮明に覚えています。
　このことから、②については、県の党本部に離党
届を提出したと芳賀沼君は言いましたが、今もって
党員としての証が残っていることは納得できず、議
長選の表明と違うのではないかと思います。
　①について聞くところによれば、議会の審議中に
そのような行動をとること自体が問題であり、会議
で真摯な討論をさせることが、文字通り議長として
の中立性だと思うので賛成の立場を表明します。

討 

論

星 登志一 議員

阿久津 梅夫 議員

大竹 幸一 議員

室井 嘉吉 議員

　　　採　決　　賛 成 ６・反 対 ９

否決

　

議

長

不

信

任

決

議　

９ 月 定 例 会
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提案理由の説明
提出者　星　登志一  議員

議　案　名

採
決
結
果

大
桃　

英
樹

湯
田　

良
一

室
井　

嘉
吉

室
井　
　

実

湯
田　
　

哲

渡
部　
　

優

楠　
　

正
次

高
野　

精
一

山
内　
　

政

渡
部　

忠
雄

湯
田　

秀
春

星　

登
志
一

阿
久
津
梅
夫

五
十
嵐　

司

大
竹　

幸
一

菅
家　

幸
弘

平成25年度一般会計
補 正 予 算（ 第 ５ 号 ）

修正案 否 〇 ● ● ● 〇 〇 ● ● 〇 ● ● 〇 〇 ● ● ●

原　案 可 ● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

※議長は採決に参加しません。

　検討委員会のメンバーには古町区長や関係地区常
会長が委員として名を連ね、地域協議会正副会長・
委員、保育所各組の代表者、小中学校ＰＴＡ会長、
学校長、老人クラブ代表など、各分野の代表者によ
り議論されており、検討結果なども尊重する立場か
ら、原案に賛成します。

修正案賛成 原  案  賛  成

　文教厚生委員も、保育所建設地域を教育エリアと
する検討委員会の答申を尊重していると思いますの
で、原案に賛成です。

　地域住民は、「保育所建設をすべき」との声である
と考えますので、原案に賛成します。

　休会を利用して地区住民から話を伺ったところ、
検討委員会委員である地区常会長からの説明はなく、
武道館前に保育所を建設することは知らなかったそ
うです。
　伊南地域の合意を得てから、次回定例会に提案す
べきです。

　今回の件は町村合併が関連していると考えます。
　合併後、町民に対する情報伝達、合意形成の方法
が難しくなっています。したがって、委員会の意見
は十分尊重すべきですが、情報伝達、合意形成の方
法は私たちが考えなくてはなりません。
　さらに、今後の伊南地域をどうするかという意味
からもここで十分な議論が必要であると考えること
から、修正案に賛成します。

湯田 秀春 議員山内 　政 議員

大桃 英樹 議員

　　　　　　　　　　　　採　決

原案
可決

修正案：賛成  ６  ・反対１０
原　案：賛成１０・反対  ６

　地域住民と話し合いが少ないので今回は棚上
げにし、12 月定例会に提案するという、提案型
の動議です。
　理由は、①建設予定場所の安全・安心が担保
されるか、②新たに土地を購入することへの疑
問、③跡地利用の報告書が作成されているにも
関わらず、町民や議会への提出が遅すぎた、と
いう点です。
　このことから、再度考慮すべきと考え修正案
を提出します。

高野 精一 議員

五十嵐 司 議員

　検討委員会の会議録を見たところ、古町区民９名
の議論が確認されました。
　関係地区常会長はじめ各委員の自由闊達な議論の
結果を、真摯に受け止めるべきであることから、原
案に賛成します。

楠　 正次 議員

　１つは説明不足である。２つは用地購入の必要性
に確固たる理由が見当たらないという点です。
　伊南総合支所周辺に建設しないという合理性も見
当たらないので、修正案に賛成します。

渡部 　優 議員

　文教厚生委員会でも学童保育施設の設置などの考
えを聞き、新しい保育所に学童保育施設を併設する
ことで、主要道路を横断する危険性を回避できるの
で、原案に賛成します。

大竹 幸一 議員

討 

論

伊南小学校跡地利活用検討委員会を
「検討委員会」と表記しています。

修正案の内容

　一般会計補正予算（第５号）民生費 9,990 千
円のうち、伊南保育所建設事業用地取得費 8,136
千円を減額し、予備費を増額して調整する。

原　案 修正案

予 備 費

民 生 費

179,945千円

9,990千円

1,854千円

予 備 費

民　生　費

９ 月 定 例 会

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
修
正
動
議
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３
つ
の
意
見
書
の
提
出
を
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会
津
地
域
へ
の
自
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駐
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地

誘

致

に

関

す

る

意

見

書

　

労
務
単
価
の
上
昇
に
よ

る
工
事
請
負
契
約
の
変
更

で
す
が
、
現
場
の
労
働
者

に
対
す
る
説
明
の
方
法

は
。

議　案　名

採

決

結

果

大
桃　

英
樹

湯
田　

良
一

室
井　

嘉
吉

室

井　
　

実

湯

田　
　

哲

渡

部　
　

優

楠　
　

正

次

高
野　

精
一

山

内　
　

政

渡
部　

忠
雄

湯
田　

秀
春

星　

登
志
一

阿
久
津
梅
夫

五
十
嵐　

司

大
竹　

幸
一

菅
家　

幸
弘

Ｔ Ｐ Ｐ 交 渉 に 関 す る
意 見 書 可 全　　　会　　　一　　　致　　　で　　　賛　　　成

会 津 地 域 へ の
自 衛 隊 駐 屯 地
誘 致 に 関 す る
意 見 書

可 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● 〇

「森林吸収源対策及び
地球温暖化対策に関する
地 方 の 財 源 確 保 」
の た め の 意 見 書

可 全　　　会　　　一　　　致　　　で　　　賛　　　成

※議長は採決に参加しません。

採　決

採択
採択
採択

　

自
衛
隊
の
任
務
は
災
害
対
策
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
世
の
中
の
動
き
を
み
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な

危
険
な
動
き
が
あ
り
ま
す
。
会
津
地
域
へ
の
誘
致

と
な
れ
ば
、
会
津
地
域
住
民
の
生
活
な
ど
に
対
し

危
険
が
及
ぶ
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
反
対
し
ま

す
。

　

新
潟
・
福
島
豪
雨
の
際
に
災
害
派
遣
要
請
を
し

ま
し
た
が
、
駐
屯
地
が
郡
山
市
で
も
決
し
て
派
遣

が
遅
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
自
衛
隊
は
憲
法
に
反
し
た
軍
隊
で
は
な

い
か
と
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
を
理
由
に
駐
屯
地
を
増
や
す
こ
と
で
、
軍

備
増
強
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
反
対
し
ま
す
。

大
竹 

幸
一 

議
員

室
井 

嘉
吉 

議
員

　

近
年
、
東
日
本
大
震
災
や
新
潟
・
福
島
豪
雨
を

は
じ
め
、
国
内
で
は
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
集
中
豪
雨
や
竜
巻
に
よ
る
災
害
が
多
発
し
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
と
思
わ
れ
る
異
常
気
象
の

影
響
に
よ
り
、
い
つ
ど
こ
で
災
害
が
発
生
す
る
か

分
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
非
常
事
態
に
迅
速
に
対

応
し
て
い
く
意
味
で
も
、
意
見
書
の
提
出
に
賛
成

し
ま
す
。

菅
家 

幸
弘 

議
員討 

論

賛　　成反　　対

　

労
働
者
に
対
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
労
務

単
価
の
上
昇
内
容
を
説
明

し
て
い
ま
す
が
、
必
要
に

よ
り
会
議
な
ど
の
開
催
を

検
討
し
ま
す
。

山
内　

政 
議
員

建
設
課
長

公
共
工
事
労
務
単
価
上
昇
の
説
明
は

　

労
務
単
価
の
上
昇
分

が
、
労
働
者
に
支
払
わ
れ

て
い
る
と
い
う
確
認
の
方

法
は
。

　

賃
金
は
そ
れ
ぞ
れ
の
業

者
で
決
定
し
、
労
働
者
と

の
雇
用
契
約
に
よ
り
支
払

山
内　

政 

議
員

建
設
課
長

労務単価の変動率等

H24 H25 変動額 変動率

普通作業員 10,700 円 15,000 円 4,300 円 40.19％

軽 作 業 員 9,200 円 12,900 円 3,700 円 40.22％

特殊運転手 12,900 円 18,100 円 5,200 円 40.31％

一般運転手 11,600 円 16,300 円 4,700 円 40.52％

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
労
務
単
価
は

上
昇
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
業
者
に
対
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

９ 月 定 例 会

議 

案 

審 

議

委
員
会
提
出
議
案

 

一  

般  

質  

問
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　１　室井　　実　議員・・・・・・・・・・・・・・・・⑧
　　①衹園祭の存続を危惧する声が多く聞かれる中、町はどのような形で
　　　フォロー出来るか

　　２　室井　嘉吉　議員・・・・・・・・・・・・・・・⑨
　　　①森林組合の合併について
　　　　②遊休農地の解消について
　　　　　③滞納について

　　　３　山内　　政　議員・・・・・・・・・・・・・・⑩
　　　　①伊南保育所移転について
　　　　　②南会津中学校伊南地域スクールバス運行について

　　　　４　大竹　幸一　議員・・・・・・・・・・・・・⑪
　　　　　①人口減少対策について
　　　　　　②税額の端数計算の変更について
　　　　　　　③道路の舗装等について

　　　　　５　湯田　　哲　議員・・・・・・・・・・・・⑫
　　　　　　①東京オリンピック２０２０に向け、さらなるスポーツ振興を
　　　　　　　②駒止湿原での携帯電話の通話を可能に
　　　　　　　　③５０年前の基盤整備事業について
　　　　　　　　　④町ホームページ充実のため１０４行政区全ての広報
　　　　　　　　　　ページを
　　　　　　　　　　⑤針生地区の水力発電所の進捗状況は

　６　湯田　秀春　議員・・・・・・・・・・・・・・・・⑬
　　①ボランティアにポイントを制定すべき
　　　②ＦＡＳＴで脳卒中を防げ
　　　　③空き家バンク事業を開始すべき

　　７　渡部　　優　議員・・・・・・・・・・・・・・・⑭
　　　①町の統治の形は

　　　８　湯田　良一　議員・・・・・・・・・・・・・・⑮
　　　　①町の重要路線の要望の気運の盛り上げ方について
　　　　　②今後の町の農業の有り方について

　　　　９　星　登志一　議員・・・・・・・・・・・・・⑯
　　　　　①過疎債と集落応援事業
　　　　　　②橋の補修事業と町民参加の推進
　　　　　　　③医療及び眼科の人材不足対策

　　　　　10　楠　　正次　議員・・・・・・・・・・・・⑰
　　　　　　①健康寿命の長い町づくりについて
　　　　　　　②伊南保育所建設用地取得について
　　　　　　　　③伊南保育所建設について

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般

に
わ
た
り
執
行
機
関
に
問
題
点
を
た
だ
し
、

所
信
の
表
明
を
求
め
て
政
治
姿
勢
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
す
。

　平成２５年９月定例会の一般質問は、９月２６日・２７日の２日間にわたり

行われ、通告した１０名の議員が登壇し、町の対応や考え方など問いました。

登 壇 順 序 ・ 質 問 項 目

　町政を問う！

 
一  
般  

質  

問
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会
津
田
島
祇
園

　

祭
の
歴
史
、
意

義
に
関
わ
る
生
涯
学
習
課

や
総
合
政
策
課
が
、
一
致

協
力
す
る
べ
き
で
は
。

　

近
年
は
、
少

　

子
化
や
生
活

環
境
の
変
化
に
よ
り
祭
り

を
仕
切
る
お
党
屋
が
12
組

か
ら
９
組
に
減
少
す
る
な

ど
、
後
継
者
確
保
が
課
題

で
す
。

　

存
続
を
心
配
す
る
声

が
あ
る
中
で
、「
何
と

し
て
も
継
承
し
な
け
れ

ば
」
と
の
危
機
意
識
か
ら

産う
ぶ
す
な
ほ
う
さ
ん
か
い

土
奉
賛
会
を
中
心
に

「
お
党
屋
協
議
会
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
先
人
か

ら
の
「
宝
物
」
を
将
来
に

確
実
に
伝
え
る
た
め
、
運

営
の
在
り
方
に
つ
い
て
議

論
し
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
こ
の
協
議
会
で

提
案
さ
れ
た
意
見
や
要
望

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

　

今
後
、
ど
の
よ

　

う
な
支
援
を
考

え
て
い
ま
す
か
。

　

多
く
の
町
民
か

　

ら
会
津
田
島
祇

園
祭
存
続
を
心
配
す
る
声

が
聞
こ
え
ま
す
。

　

町
の
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
は
。　

会
津
田
島
祇

　

園
祭
は
８
０

０
年
以
上
の
歴
史
を
持

ち
、
七
行
器
行
列
、
勇
壮

に
駆
け
る
大
屋
台
運
行
な

ど
、
南
会
津
地
方
を
代
表

す
る
夏
祭
り
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
町
で
は
、
会

津
田
島
祇
園
祭
運
営
関
係

団
体
会
議
の
開
催
と
、
七

行
器
行
列
や
出
店
運
営
実

行
委
員
会
な
ど
へ
の
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

町長＝「お党屋協議会」の意見や要望を踏まえ支援

会津田島祇園祭存続の支援策は

町政を問う
一般質問

町
長

問

町
長

問

  
室
井
　
実 

議
員

御
お

党
とう

屋
や

御
お

千
せん

渡
ど

のようす（平成25年１月12日）

屋
台
格
納
庫
施
設
な
ど
を

活
用
し
、
観
光
資
源
と
し

て
か
け
が
え
の
な
い
価
値

を
持
つ
会
津
田
島
祇
園
祭

が
、
今
後
も
存
続
す
る
よ

う
、支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

会
津
田
島
祇

　

園
祭
の
歴
史
、

沿
革
に
は
諸
説
が
あ
り
、

そ
の
掘
り
起
こ
し
が
祭
り

存
続
の
鍵
と
認
識
し
て
い

ま
す
の
で
、
各
課
の
連
携

を
検
討
し
ま
す
。

町
長

問
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室
井　

嘉
吉 

議
員

町政を問う
一般質問

町長＝合併推進協議会の設置に至らず

森 林 組 合 の 合 併 は

町
長
＝
農
村
環
境
の
保
全
向
上
を
推
進

　

遊  

休  

農  

地  

の  

解  

消  

を

　

遊
休
農
地
の
実

　

態
は
。

　

農
業
委
員
会

　

が
農
地
法
に

基
づ
き
利
用
状
況
調
査
を

し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
12
月
末
日
現

在
で
、
農
地
面
積
２
８
３

６
・
９
５
㌶
に
対
し
、
遊

休
農
地
面
積
は
１
６
４
・

９
５
㌶
で
、
農
地
面
積
に

占
め
る
遊
休
農
地
の
割
合

は
５
・
８
１
％
で
す
。

町
長

問

　

平
成
26
年
３
月

　

１
日
に
向
け
、

町
内
３
森
林
組
合
の
合
併

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
進
捗
状
況
は
。

　

本
年
３
月
と

　

７
月
に
開
催

し
た
３
森
林
組
合
長
及
び

参
事
、
課
長
の
会
議
で
、

合
併
推
進
協
議
会
の
設
置

に
向
け
、
合
併
構
想
の
検

討
や
協
議
の
た
め
の
準
備

が
行
わ
れ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
合
併

推
進
協
議
会
の
設
置
に
は

至
っ
て
お
ら
ず
、
平
成
26

年
３
月
１
日
の
合
併
は
難

し
い
状
況
で
す
。

町
長

問

　

町
と
し
て
、
こ

　

の
合
併
に
何
を

期
待
し
て
い
ま
す
か
。

　

３
森
林
組
合

　

が
合
併
す
る

こ
と
で
、
経
営
基
盤
の
強

化
と
組
織
形
態
の
拡
充
が

進
み
、
森
林
産
業
の
中
核

組
織
と
し
て
、
地
域
林
業

と
地
域
産
業
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

町
長

問

　

景
観
を
維
持
す

　

る
た
め
に
、
主

要
幹
線
道
路
の
遊
休
農
地

を
解
消
す
べ
き
で
は
。

　

観
光
客
な
ど

　

も
多
く
通
行

す
る
た
め
、
農
地
所
有
者

や
行
政
区
、
農
事
組
合
な

町
長

問

ど
と
相
談
し
な
が
ら
、
解

消
作
業
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
農
地
・
水
保

　
そ
の
他
の
質
問
　

　
・
滞
納
に
つ
い
て

遊休農地の解消作業（田島字東下原地内）

全
管
理
支
払
交
付
金
事
業

を
活
用
し
、
地
域
共
同
に

よ
る
農
村
環
境
の
保
全
向

上
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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少
子
化
が

　

進
む
中
で
、

町
内
各
学
校
の
適
正
配
置

を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
小
中
学
校
の
再

配
置
は
慎
重
な
検
討
が
必

要
で
、
具
体
的
な
統
合
学

校
名
や
実
施
時
期
は
明
確

に
定
め
て
い
ま
せ
ん
。

  
山
内　

政 

議
員

町政を問う
一般質問

町長＝検討委員会を設置し意見を聴取

伊南保育所移転に関する住民意見の掌握は

　

伊
南
地
域
に
広

　

く
意
見
を
求
め

た
経
過
は
あ
り
ま
す
か
。

　

一
人
で
も
多

　

く
の
町
民
か

ら
意
見
を
聴
取
す
る
た

め
、
検
討
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
の
意
見

は
、
各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
の
意
見
を
集
約
し

た
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

町
は
、
伊
南
地
域
の
各

種
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た

委
員
の
検
討
結
果
を
尊
重

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

町
長

問

　

現
伊
南
小
学
校

　

の
敷
地
が
移
転

先
と
し
て
適
さ
な
い
理
由

は
。

　

現
伊
南
小
学

　

校
に
隣
接
し

た
道
路
は
交
通
量
が
多
く
、

ま
た
、
保
育
所
建
設
後
に

行
な
わ
れ
る
小
学
校
施
設

解
体
工
事
の
際
に
、
児
童

の
安
全
確
保
や
保
育
所
運

営
に
支
障
が
あ
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
敷
地
が
広
い

こ
と
か
ら
児
童
の
安
全

面
、
管
理
面
で
適
切
で
な

い
と
考
え
ま
す
。

町
長

問

　

伊
南
武
道
館
前

　

の
新
た
な
土
地

は
、
現
伊
南
小
学
校
よ
り

安
全
性
が
確
保
で
き
ま
す

か
。

　

新
設
す
る
保

　

育
施
設
に
、

学
童
保
育
室
の
設
置
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

町
長

問

教
育
長

　

現
伊
南
小
学
校

　

を
更
地
に
し
、

将
来
、
西
部
地
域
の
統
合

学
校
を
建
設
す
る
計
画

は
。 問

　

仮
に
、
現
伊
南
小
学
校

の
敷
地
に
学
童
保
育
を
併

設
し
た
保
育
所
を
建
設
し

た
場
合
、
国
道
横
断
な
ど

の
危
険
が
あ
る
た
め
、
現

伊
南
小
学
校
の
敷
地
よ
り

安
全
性
を
確
保
で
き
る
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
質
問
　

　
・
南
会
津
中
学
校
伊
南
地
域

　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

築 42 年が経過した伊南保育所

伊
南
小
学
校
跡
地
利
活
用
検
討
委
員
会
を

「
検
討
委
員
会
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。
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人
口
減
少
を
防

　

止
す
る
た
め
に

は
、
雇
用
の
確
保
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

町
内
、
郡
内
に
開
業
予

定
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
㈱
ダ
イ
ユ
ー
エ
イ
ト

な
ど
の
進
捗
状
況
は
。

　

開
業
予
定
の

　

特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
は
、
下
表
の
と

お
り
で
す
。

　

㈱
ダ
イ
ユ
ー
エ
イ
ト
は

来
年
６
月
に
工
事
を
着
工

し
、
12
月
ご
ろ
開
業
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

同
一
敷
地
内
に
㈱
リ
オ
ン

ド
ー
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
進
出
も
予
定
さ
れ
て

お
り
、
２
社
の
雇
用
予
定

人
数
は
80
名
で
、
う
ち
地

元
雇
用
が
60
名
で
す
。

　

さ
ら
に
、
㈱
住
田
光
学

ガ
ラ
ス
は
フ
ァ
イ
バ
ー
ス

コ
ー
プ
内
視
鏡
の
生
産
施

設
を
田
島
工
場
敷
地
内
に

　

本
町
に
避
難

　

し
て
い
る
方

は
、
８
月
末
現
在
で
61
世

帯
１
４
１
人
で
す
。

　

今
後
、
実
態
調
査
を
実

施
し
、
必
要
な
方
策
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

町長＝安定的な雇用確保に努める

人 口 減 少 対 策 は

  

大
竹　

幸
一 

議
員

町政を問う
一般質問

　

原
発
事
故
に
よ

　

る
当
町
へ
の
避

難
者
が
安
心
し
て
定
住
で

き
る
対
策
は
。

町
長

町
長

問

問

　

出
会
い
の
場
の

　

創
出
の
た
め
、

テ
レ
ビ
番
組
「
も
て
も
て

ナ
イ
ン
テ
ィ
ナ
イ
ン
お
見

合
い
大
作
戦
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）

を
本
町
で
開
催
し
て
は
。

　

同
番
組
は
、

　

嫁
不
足
に
悩

む
市
町
村
か
ら
地
域
活
性

化
の
起
爆
剤
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

募
集
要
件
や
経
費
負
担
な

ど
精
査
し
、
開
催
を
検
討

し
ま
す
。

町
長

問

　
そ
の
他
の
質
問
　

　
・
税
額
の
端
数
計
算
の
変
更
に
つ
い
て

　
・
道
路
の
舗
装
等
に
つ
い
て

特別養護老人ホーム開業予定の内容

年度 町村名 施設数 雇用人数

平成 26 年度 南会津町 １ 55 名

平成 26 年度 下 郷 町 １ 45 名

平成 27 年度 只 見 町 １ 未定

増
設
し
、
新
た
に
５
人
の

雇
用
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
本
年
度
創
設
し

た
「
企
業
誘
致
報
奨
金
制

度
」
に
よ
り
Ｉ
Ｔ
企
業
誘

致
に
成
功
し
、
来
年
４
月

か
ら
数
名
の
新
規
雇
用
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

第 30号　平成 25年 11月 13日発行
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町
体
育
協
会

　

へ
は
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
と
町
民
の
体
力

向
上
の
た
め
に
運
営
補
助

金
を
交
付
し
、
各
種
町
民

大
会
の
開
催
や
選
手
・
指

導
者
育
成
な
ど
の
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
公
共
体
育

施
設
な
ど
の
整
備
や
学
校

体
育
施
設
を
開
放
す
る
こ

と
で
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
充

実
さ
せ
、
多
く
の
町
民
が

利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
び
わ
の
か
げ
陸

上
競
技
大
会
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
大
会
を
開
催

し
、
選
手
の
育
成
と
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
努
め
て
い

ま
す
。 　

町
体
育
協
会
の

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ

環
境
の
充
実
や
選
手
の
育

成
、
大
会
へ
の
遠
征
費
補

助
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
向
け
実
施
し
て
い
る
こ

と
は
。

　

各
種
運
動
教

　

室
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
決
定
を
機
に
自
分
に

合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康

法
を
見
つ
け
健
康
維
持
向

上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
今

後
も
様
々
な
事
業
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

教育長＝田島高校レスリング部の出場を期待

  
湯
田　

哲 

議
員

町政を問う
一般質問

　

入
山
者
の
安
心

　

安
全
を
守
る
た

め
、
一
日
も
早
く
駒
止
湿

原
を
携
帯
電
話
の
通
話
可

能
区
域
に
す
べ
き
で
は
。

町
長

　

町
民
の
健
康
維

　

持
の
さ
ら
な
る

施
策
は
。

問

問

問町
長

　

東
京
オ
リ
ン
ピ

　

ッ
ク
に
向
け
、

町
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
考
え
は
。

問
　

オ
リ
ン
ピ

　

ッ
ク
は
世

界
中
か
ら
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
が
東
京
に
集
い
高

度
な
技
術
を
競
い
合
う
こ

と
か
ら
、
そ
の
技
を
直
接

見
る
こ
と
を
学
校
教
育
の

一
環
と
し
て
検
討
し
ま

す
。 教

育
長

　

そ
の
他
の
質
問　

　

・
50
年
前
の
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

・
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
充
実
の
た
め
１
０
４
行
政
区

　
　

全
て
の
広
報
ペ
ー
ジ
を

　

・
針
生
地
区
の
水
力
発
電
所
の
進
捗
状
況
は

　

ま
た
、
レ
ス
リ
ン
グ
も

競
技
と
し
て
存
続
す
る
の

で
、
田
島
高
校
レ
ス
リ
ン

グ
部
の
選
手
が
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

駒
止
湿
原
で
の
携
帯
電
話
の
通
話
を
可
能
に 

町
長
＝
各
社
と
協
議
中

　

緊
急
時
の
連

　

絡
手
段
を
確

保
す
る
た
め
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
主
要
幹
線
道
路

の
不
通
話
地
域
解
消
に
向

け
、
関
係
機
関
と
協
議
を

し
て
い
ま
す
。

町
長

東京オリンピック開催に向け町のスポーツ振興を

平成 19 年度第 34 回東北総合体育大会レスリング競技のようす
（会場：田島高等学校）
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現
在
の
保
健
行

　

政
は
、
胃
が
ん

の
撲
滅
と
脳
卒
中
の
予
防

と
禁
煙
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　

本
町
の
女
性
が
健
康
寿

命
県
内
１
位
の
継
続
と
、

男
性
の
順
位
の
ア
ッ
プ

を
。

  

湯
田　

秀
春 

議
員

町政を問う
一般質問

町長＝社会福祉協議会と協議

ボランティアにポイント制を導入しては

町
長
＝
多
く
の
町
民
へ
の
周
知
が
大
切

　

介
護
施
設
な
ど

　

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
協
力
す
る
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
を
登

録
・
仲
介
す
る
仕
組
み
を

創
設
し
、
協
力
者
に
ス
タ

ン
プ
の
押
印
と
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
し
て
は
。

　

高
齢
に
な
っ

　

て
も
世
の
中

の
た
め
に
尽
く
し
た
い
、

さ
ら
に
は
健
康
に
暮
ら
せ

る
こ
と
へ
の
感
謝
を
実
感

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
な
げ
る
、
大
変
有

意
義
な
制
度
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
対

象
者
の
範
囲
、
対
象
施
設

な
ど
、
南
会
津
町
社
会
福

祉
協
議
会
と
具
体
的
な
協

議
を
行
い
ま
す
。

町
長

　

脳
卒
中
の
重

　

症
化
を
防
ぐ

た
め
に
有
効
な
早
期
発
見

と
迅
速
な
判
断
、
対
応

を
示
す
こ
の
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ

（
フ
ァ
ス
ト
）
の
知
識
を

多
く
の
町
民
に
周
知
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

原
因
と
な
る
生
活
習
慣

町
長

 

Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
で
脳
卒
中
を
防
げ　

問

問

町
長
＝
事
業
と
し
て
検
討
し
て
い
る

　

町
が
空
き
家
の

　

登
録
紹
介
、
貸

し
借
り
や
売
買
の
窓
口
と

な
り
、
民
間
業
者
と
交
渉

や
契
約
を
す
べ
き
で
は
。

　

現
在
、
各
行

　

政
連
絡
員
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
空
き

家
の
全
戸
調
査
を
進
め
て

町
長 空

き
家
バ
ン
ク
事
業
を
開
始
す
べ
き

問

病
を
予
防
す
る
た
め
の
事

業
を
よ
り
一
層
推
進
し
、

介
護
を
必
要
と
せ
ず
自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
健
康

寿
命
を
延
ば
す
こ
と
を
め

ざ
し
ま
す
。

脳卒中の症状を伝える啓発ポスター

い
ま
す
。

　

利
活
用
が
可
能
な
空
き

家
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
な

ど
の
利
活
用
を
目
的
と
し

た
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
危
険
な
空
き
家
を

含
め
た
空
き
家
全
体
の
管

理
を
「
空
き
家
対
策
事

業
」
と
し
て
検
討
し
て
い

ま
す
。
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町
民
が
夢
を

　

持
ち
、
実
現

の
た
め
日
々
一
生
懸
命
に

頑
張
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

そ
の
夢
の
実
現
に
向
け

た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実

施
し
、
町
民
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
の
が
私
の
使
命

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

各
総
合
支
所

　

は
地
域
振
興

の
拠
点
で
あ
り
、
高
齢
化

が
進
む
中
で
重
要
な
役
割

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
拠
点
と
し

て
も
重
要
で
あ
り
、
引
き

続
き
地
域
住
民
の
安
全
安

心
な
生
活
環
境
を
提
供
す

る
よ
う
、
人
口
規
模
に
見

合
っ
た
体
制
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

町 の 統 治 の 形 は

  
渡
部　

優 

議
員

町政を問う
一般質問

　

町
長
は
行
政
コ

　

ス
ト
を
削
減
す

る
た
め
、
職
員
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
指
示
を
し
て

い
ま
す
か
。　

常
に
経
常
経

　
費
の
徹
底
的

な
見
直
し
を
行
い
、
全
事

業
が
真
に
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
役
立
っ
て
い
る
か
、
ま

た
、
そ
の
事
業
の
必
要
性

や
成
果
を
検
証
し
、
見
直

し
す
る
よ
う
指
示
し
て
い

ま
す
。

町
長

問

町長＝町民の夢、実現に向け

　

職
員
の
施
策
実

　

施
を
す
る
た
め

の
能
力
向
上
や
倫
理
観
の

醸
成
、
公
務
員
と
し
て
の

心
構
え
な
ど
の
指
導
内
容

は
。

　
「
地
域
づ
く

　

り
は
人
づ
く

り
」
を
基
本
に
、
福
島
自

治
研
修
セ
ン
タ
ー
の
研
修

町
長

問

や
、
県
へ
の
派
遣
な
ど
、

職
員
個
人
の
意
欲
と
能
力

向
上
の
引
き
出
し
や
公
務

員
と
し
て
の
倫
理
観
の
醸

成
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
は
「
南

会
津
町
人
材
育
成
基
本
方

針
」
を
策
定
し
、
職
員
の

　

各
総
合
支
所
の

　

位
置
づ
け
、
機

能
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

町
長

問

　

町
長
は
町
民
に

　

夢
を
持
た
せ
る

自
信
が
あ
り
ま
す
か
。

町
長

問

研修が終了した職員による伝達講習会

意
識
改
革
や
潜
在
能
力
と

可
能
性
を
引
き
出
す
た
め

の
仕
組
み
作
り
と
計
画
的

な
人
材
育
成
、
職
場
の
活

性
化
の
推
進
、
人
事
評
価

制
度
の
確
立
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
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町
も
会
津
縦
貫

　

南
道
路
と
併
せ
、

県
道
黒
磯
田
島
線
の
要
望

活
動
を
す
べ
き
で
は
。

　

本
町
の
よ
う

　

な
中
山
間
地

域
は
、
地
理
的
条
件
か
ら

農
地
集
積
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

地
域
の
担
い
手
も
高
齢

化
が
進
み
、
５
年
、
10
年

後
の
地
域
農
業
の
在
り
方

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
と
認
識
し
て
い

ま
す
。 　

本
町
は
小
規
模

　

農
家
が
大
半
で

す
。
小
規
模
農
家
に
対
す

る
町
の
考
え
は
。

　

下
郷
町
か
ら

　

当
町
の
５
工

区
は
、
昨
年
度
の
公
共
事

業
評
価
委
員
会
で
新
規
着

工
準
備
が
妥
当
と
判
断
さ

れ
、
約
９
㎞
、
事
業
費
約

１
５
０
億
円
の
全
体
計
画

で
、
現
在
ま
で
環
境
調
査

や
概
略
ル
ー
ト
の
見
直
し

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

  

湯
田　

良
一 

議
員

町政を問う
一般質問

　

会
津
縦
貫
南
道

　

路
の
本
町
分
の

進
捗
状
況
は
。

会津縦貫南道路・本町分の進捗は

小
規
模
農
家
を
ど
う
す
る

町
長

問

町長＝環境調査・概略ルート見直しを実施

問

町
長
＝
地
域
農
業
の
あ
り
方
を

　
　
　

検
討
す
る
時
期

町
長

　

会
津
縦
貫
南

　

道
路
の
要
望

活
動
は
、
沿
線
市
町
村
と

の
連
携
が
重
要
で
あ
り
、

期
成
同
盟
会
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
が
、
必
要

に
応
じ
て
町
独
自
の
要
望

活
動
も
検
討
し
ま
す
。

問町
長

　

ま
た
、
県
道
黒
磯
田
島

線
に
つ
い
て
は
、
路
線

ル
ー
ト
を
変
更
し
、
ト
ン

ネ
ル
化
を
要
望
に
取
り
入

れ
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、

国
道
昇
格
も
視
野
に
入

れ
、
福
島
県
、
栃
木
県
と

の
調
整
を
し
な
が
ら
、
要

望
活
動
や
関
係
地
区
住
民

と
の
現
地
踏
査
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
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県
立
南
会
津

　

病
院
で
は
非

常
勤
体
制
で
週
２
回
、
舘

岩
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
あ

お
い
眼
科
が
月
２
回
の
診

療
を
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
み
あ
い
づ
眼
科
の

休
診
以
降
、
町
内
の
眼
科

医
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
状
を
把
握
し
て

支
援
し
ま
す
。

　

過
疎
債
は
、

　

過
疎
地
域
の

自
立
促
進
の
た
め
、
対
象

事
業
に
対
し
充
当
率
が
１

０
０
％
、
元
利
償
還
金
の

70
％
が
交
付
税
処
置
さ
れ

る
有
利
な
地
方
債
（
借
入

金
）
で
す
。

　

今
後
も
山
積
す
る
地
域

課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

財
源
と
し
て
、
全
体
の
地

方
債
発
行
額
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
な
が
ら
優
先
的
に
活

用
し
ま
す
。

町長＝効果などを検証し総合的に判断

長期的集落応援事業拡大の考えは

　

過
疎
対
策
事
業

　

債
の
使
途
に
対

す
る
考
え
方
は
。

  
星　

登
志
一 

議
員

町政を問う
一般質問

町
長
＝
制
度
創
設
が
可
能
か
協
議
を
始
め
る

看
護
師
養
成
奨
学
金
制
度
は 

町
長

問
　

加
盟
す
る
組

　

織
に
対
し
て

町
が
抱
え
る
課
題
を
訴

え
、
課
題
解
決
に
必
要
な

予
算
や
施
策
を
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

　

過
疎
債
の
使
途

　

拡
大
へ
の
要
望

活
動
の
現
状
は
。

町
長

問

　

８
月
末
に
、

　

南
会
津
地
方

広
域
市
町
村
圏
組
合
で
担

当
課
長
に
よ
る
検
討
会
が

開
催
さ
れ
、
制
度
創
設
が

可
能
か
、
協
議
を
始
め
ま

し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
南
会
津

地
方
広
域
圏
組
合
で
の
創

設
が
望
ま
し
い
と
の
立
場

か
ら
、
引
き
続
き
の
協
議

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

看
護
師
養
成
奨

　

学
金
制
度
の
検

討
状
況
は
。

町
長

問

　

当
町
の
眼
科
医

　

対
策
は
。

町
長

問

　
そ
の
他
の
質
問
　

　
・
橋
の
補
修
事
業
と
町
民
参
加
の
推
進

　

こ
れ
か
ら
迎

　

え
る
普
通
交

付
税
の
一
本
算
定
を
見
据

え
、
集
落
応
援
交
付
金
事

業
の
効
果
な
ど
を
検
証
し

な
が
ら
総
合
的
に
判
断
し

ま
す
。

　

一
般
財
源
に
よ

　

る
長
期
的
集
落

応
援
事
業
を
拡
大
す
る
考

え
は
。

町
長

問
町の基金（貯金）と町債（借金）の額

区　　分 平成 24 年度 平成 23 年度 増　減

基金残高

一般会計 63億8,299万円 55億1,421万円 8億6,878万円

特別会計 1億3,833万円 1億6,003万円 △ 2,170万円

計 65億2,132万円 56億7,424万円 8億4,708万円

町債残高

一般会計 152億2,658万円 155億5,532万円 △ 3億2,874万円

特別会計 69億5,450万円 72億2,784万円 △ 2億7,334万円

計 211億8,108万円 227億8,316万円 △ 16億 208万円
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現
伊
南
小
学
校

　

跡
地
に
建
設
す

べ
き
と
、
古
町
地
区
民
か

ら
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
検
討
委
員
会
」
で
も

現
伊
南
小
学
校
跡
地
に
保

育
所
建
設
を
望
む
声
が

あ
っ
た
と
聞
く
が
、
保
育

環
境
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く

な
い
と
の
見
解
に
至
っ
た

理
由
は
。　

各
種
団
体
の

　

代
表
で
組
織

し
た
検
討
委
員
会
の
な
か

で
、「
保
育
所
建
て
替
え

場
所
は
、
現
伊
南
小
学
校

跡
地
も
候
補
地
と
し
て

は
」
と
提
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　

各
種
構
成
団
体
の
意
見

を
広
く
多
く
集
め
て
い
た

だ
い
た
検
討
委
員
会
の
報

告
書
を
見
る
と
、
旧
伊
南

中
学
校
周
辺
に
建
設
す
る

こ
と
が
伊
南
地
域
住
民
の

　

建
設
予
定
地
は

　

小
滝
川
流
域
で
、

近
く
に
大
き
な
用
水
路
が

あ
り
危
険
と
聞
く
が
、
危

険
性
や
安
全
対
策
は
。

　

ま
た
、
近
接
地
を
流
れ

る
用
水
路
は
供
用
開
始
か

ら
何
年
経
過
し
て
い
ま
す

か
。

  

楠　

正
次  

議
員

町政を問う
一般質問

伊南保育所建設用地の安全を
町長＝安全対策は万全を期す

　

小
滝
川
は
１

　

級
河
川
で
、

建
設
予
定
地
周
辺
は
河
川

改
修
を
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
用
水
路
の
供
用

開
始
は
明
治
24
年
で
、
幾

多
の
改
修
を
重
ね
現
在
の

形
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
転
落
事
故

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

さ
ら
に
安
全
対
策
に
は
万

全
を
期
し
ま
す
。

町
長

問

問

　

保
育
所
と
小

　

学
校
児
童
の

連
携
は
、
移
転
す
る
小
学

校
と
保
育
所
が
隣
接
す
る

こ
と
で
、
幼
・
小
の
一
体

的
な
教
育
と
子
育
て
環

境
・
交
流
が
可
能
に
な
る

と
考
え
ま
す
。

　

予
定
地
に
建
設

　

し
た
場
合
、
保

育
所
と
小
学
校
の
連
携
や

子
育
て
支
援
に
対
す
る
考

え
は
。

町
長

問

　
そ
の
他
の
質
問
　

　
・
健
康
寿
命
の
長
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て

　
・
伊
南
保
育
所
建
設
用
地
取
得
に
つ
い
て

大
方
の
意
見
と
考
え
ま

す
。

　

ま
た
、
現
伊
南
小
学
校

跡
地
は
敷
地
が
広
す
ぎ
る

こ
と
や
、
保
育
所
建
設
後

町
長

伊南保育所建設予定地の現地調査（文教厚生委員会）

伊
南
小
学
校
跡
地
利
活
用
検
討
委
員
会
を

「
検
討
委
員
会
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

に
小
学
校
の
解
体
工
事
が

行
わ
れ
、
児
童
の
安
全
管

理
及
び
施
設
管
理
が
困
難

と
聞
い
て
い
ま
す
。
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町
か
ら
は
、
専
決
処
分
２
件
（
条
例
改
正
・

補
正
予
算
）、
工
事
請
負
契
約
１
件
、
補
正
予

算
１
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
審
議
の

結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

改
正
に
よ
り
「
上
場
株

式
等
に
係
る
配
当
所
得
金

額
」
が
加
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

　

配
当
所
得
の
損
益
通
算

の
対
象
に
、
こ
れ
ま
で
対

象
外
で
あ
っ
た
特
定
公
社

債
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
特
定
公

社
債
の
利
子
所
得
が
損
益

通
算
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

税
務
課
長

税
条
例
改
正
の
具
体
的
内
容
は

　

林
道
白
桑
山
線
の
開
設

工
事
（
約
３
７
４
ｍ
）
の

工
事
個
所
は
。

大
竹 

幸
一 

議
員

農
林
課
長

林

道

開

設

後

の

活

用

策

は

　
　
　
　

 

損
益
通
算

　

赤
字
部
分
の
所
得
を
黒
字
部
分
の

所
得
か
ら
差
し
引
く
こ
と
で
税
額
を

軽
減
で
き
る
制
度

用語

　

株
を
所
有
し
て
い
る
方

に
と
っ
て
は
有
利
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
か
。

大
竹
幸
一 

議
員

　

こ
れ
ま
で
は
、
株
の
取

引
で
損
失
が
あ
っ
た
場
合

は
損
失
の
ま
ま
課
税
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
改
正
に

よ
り
、
他
の
黒
字
の
所
得

と
併
せ
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

　

損
失
の
額
に
よ
り
変
動

は
あ
り
ま
す
が
、
有
利
に

な
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。 税

務
課
長

　

本
工
事
は
、
平
成
12
年

度
か
ら
計
画
さ
れ
、
全
体

工
事
は
４
４
１
５
ｍ
で
あ

り
、
今
回
の
区
間
が
開
設

さ
れ
る
と
全
線
開
通
に
な

り
ま
す
。

　

工
事
個
所
は
、
白
桑
山

の
頂
上
付
近
で
す
。

　

総
事
業
費
と
今
後
の
林

道
活
用
計
画
は
。

星 

登
志
一 

議
員

農
林
課
長

　

本
事
業
の
総
事
業
費
は

５
億
５
４
９
０
万
円
で

す
。

　

ま
た
、
当
該
林
道
周
辺

に
県
有
林
が
１
４
９
㌶
あ

り
、
う
ち
27
㌶
の
人
工
林

が
あ
り
ま
す
。

　

人
工
林
の
一
部
は
20
年

か
ら
30
年
が
経
過
し
て
お

り
、
間
伐
材
の
搬
出
な
ど

に
活
用
し
ま
す
。

大
竹
幸
一 

議
員

林
道
白
桑
山
線
が

全
線
開
通
し
ま
す

第 ２ 回 臨 時 会
平成２５年７月３０日
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日 時 　１０月２２日 ( 火 )　午後 7 時００分から

会 場 　本町交流センター

参 加 者 　区長ほか８名

出 席 議 員 　湯田　哲　湯田良一　星登志一　芳賀沼順一

質 疑 事 項 　① 国民健康保険税の未収入額について
　② 納税組合の組合数は

要望・意見 　① 集落応援交付金の増額を
　② 寺前地区下水道埋設工事の早期着工を

日 時 　１０月２５日 ( 金 )　午後３時００分から

会 場 　上塩江公民館

参 加 者 　区長ほか１１名

出 席 議 員 　湯田秀春　室井嘉吉　大桃英樹
　五十嵐司　楠　正次　高野精一

質 疑 事 項 　① 町の基金と町債の額は 

要望・意見 　① 集会施設の維持管理に対する支援の拡大を
　② 消火栓や水道水の水圧が弱くなるので対応を

議 会 報 告 会
－町民と共に歩む議会であるために－

９月定例会の結果を２会場で報告

※質疑事項および要望・意見は一部のみ掲載しています。

本町区（ 56 回 ）

上塩江区（ 57 回 ）

田島地域区長会の皆さんが９月定例会を傍聴

　９月 26 日（木）、田島地域区

長会の皆さん 16 名が一般質問

を傍聴しました。

　田島地域区長会では、毎年１

度は議会を傍聴しており、訪れ

た皆さんは、議論の内容に真剣

に耳を傾けました。
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議 会 広 報 委 員 会
委 員 長 室 井 嘉 吉
副委員長 高 野 精 一
委　　員 大 桃 英 樹
委　　員 湯 田 良 一
委　　員 室 井 　 実
委　　員 楠 　 正 次

議会傍聴の手続きは簡単です。
本庁 3 階傍聴席入り口で住所
と名前を書くだけです。
傍聴席で議案も閲覧できます。

平成 25年第４回定例会

12 月６日 ( 金 ) 開会予定

議 会 傍 聴 に お こ し く だ さ い

発行　南 会 津 町 議 会

編集　議会広報委員会

〒 967-8501　福島県南会津郡南会津町田島字後原甲 3531-1
TEL:0241-62-6310  FAX:0241-62-6102
E-mail:gikai@town.minamiaizu.lg.jp

町の＂ゆるキャラ＂が議会を訪問
その名は「んだべぇ」

９月 26 日に南会津町観光大使に認定された「んだべぇ」が議場を訪れました。
これから町の魅力を広くＰＲしていく使命感が強く伝わってきました。

議
会
の
皆
さ
ん

　
応
援
よ
ろ
し
く
だ
べ
ぇ


